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１ 山口県内の肝炎の状況

２ 山口県の肝炎対策における取組
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山口県の令和２年度 年代別検査数の肝炎ウイルス陽性者数について
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10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上 合計

受診者数 105 741 891 1,209 972 854 613 330 5,715

陽性者数 ０ ０ １ ２ ３ 5 ２ １ 14

陽性率 ０ ０ 0.11% 0.17% 0.31％ 0.59% 0.33% 0.30% 0.24%

山口県の令和２年度 年代別の肝炎ウイルス陽性率について

※下関市は除く

ＨＢｓ抗原

ＨＣＶ抗体

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上 合計

受診者数 105 741 891 1,209 972 854 613 330 5,715

陽性者数 ０ ０ 2 ２ 1 2 3 5 15

陽性率 ０ ０ 0.22% 0.17% 0.10％ 0.23% 0.49% 1.52% 0.26%
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計画

目標

肝炎ウイルス検査体制の充実や肝炎ウイルス陽性者の
受診勧奨、普及啓発を通じた早期発見、早期治療に
よる発症防止に努める。

Ｃ型肝炎ウイルス検診受診者の累積数
令和５年度までに272,000人

令和２年度末現在：236,801人（達成率87.1%）

山口県がん対策推進計画（Ｈ３０～Ｒ５）
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肝炎ウイルス検査の広報について

世界・日本肝炎デー（７月２８日）や肝臓週間にあわせて、平日の通勤

時間帯（朝）に集中的に実施

①ラジオＣＭ

職場等の中高年（４０～６０歳）

肝炎ウイルスへの感染が多い世代でありながら、現役世代であり、

日中医療機関にかかることが困難な方

対 象 者

放送期間

②啓発イベント

平成２８年度から毎年、肝臓週間にあわせ、

肝疾患専門医療機関や市町、保健所と連携

し、県内の１圏域において啓発活動を実施。

※令和2年度は中止

概 要

大型商業施設等において、リーフレットや粗品

(ウェットティッシュや風船)の配布による啓発

や、肝炎ウイルス検査の実施

内 容

内 容 ４０秒スポットＣＭ×１８回×２社
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２ 肝炎陽性者フォローアップ事業について

＜事業概要＞

肝炎患者の早期発見・早期治療をより一層促進し、重
症化予防を図るため、肝炎ウイルス検査で陽性となった者
について、医療機関での肝炎検査（初回精密検査・定
期検査）に要する費用を助成する。

初 回 精 密
検 査 費 用
助成の対象 定 期 検 査

費 用 助 成
の 対 象

肝炎医療費
助成の対象

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

県・市町

職場の健康診断

妊婦健診

手術前検査

陽
性
者
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

県健康福祉センターが対象
者に精密検査の受診を勧奨
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肝炎検査費用助成の利用実績

初回精密検査 定期検査 合計

平成２６年度 ３件 ４件 ７件

平成２７年度 １４件 ４件 １８件

平成２８年度 １１件 ２件 １３件

平成２９年度 ７件 ５件 １２件

平成３０年度 １０件 １９件 ２９件

令和元年度 １２件 １５件 ２７件

令和２年度 １３件 ２５件 ３８件

保健所による陽性者への受診勧奨や医療機関の助成制度
の案内等により、一定程度、制度の周知が進んできた。
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肝炎検査費用助成の広報について

肝炎検査（初回精密検査）に要する費用について、令和元年度に職域の肝炎ウイ

ルス検査、令和２年度に妊婦健康診査・手術前の肝炎ウイルス検査も対象となったが、

利用実績は職域の１件のみ

○制度の周知を図るため、昨年度末にリーフレットを作成。

○今後、各職域の保険者、協会けんぽ、各市町の妊婦健康診査担当課、産婦人科医

療機関等へ幅広く配布し、周知する予定。
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○平成３１年４月に受診票を改正

○フォローアップ事業への同意を条件に検査をするようにした。

肝炎ウイルス検査受診票の改正①

陽性者全員へ受診勧奨が可能になった
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肝炎ウイルス検査受診票の改正②

結果が陽性だった場合の医療機関での対応状況を把握するとともに、
検査医療機関へ肝炎専門医療機関を紹介するよう動機づけることができる。

令和元年度は陽性者５１人中３８名が肝炎専門医療機関へ紹介
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肝炎ウイルス検査で陽性となった方のフォローアップ後の医療機関受診率

HBs抗原 受診者数 受診率

平成２９年度 ３７人 ９人 ２４．３％

平成３０年度 ２８人 １７人 ６０．７％

令和元年度 ２８人 １３人 ４６．４％

令和２年度 １４人 ５人 ３５．７％

※下関市は除く

HCV抗体 受診者数 受診率

平成２９年度 ３０人 １９人 ６３．３％

平成３０年度 ３０人 １７人 ５６．７％

令和元年度 ２３人 １５人 ６５．２％

令和２年度 １５人 ６人 ４０．０％
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